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京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
所
蔵

　
　
『
天
地
瑞
祥
志
』
第
十
六
翻
刻
・
校
注　
─
─
「
月
令
」（
二
）

�

深
澤　

瞳

は
じ
め
に

『
天
地
瑞
祥
志
』
は
、
唐
の
薩
守
真
（
異
説
あ
り
）
と
い
う
人
物
に

よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
天
文
類
書
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
は
さ
ほ
ど
注
目
さ
れ

て
こ
な
か
っ
た
書
物
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
一
一
年
秋
よ
り
、
数
名
の
有
志

に
よ
り
天
地
瑞
祥
志
研
究
会
（
代
表
・
水
口
幹
記
氏
）
が
立
ち
上
げ
ら
れ
、

輪
読
会
を
行
っ
て
き
た
。

こ
の
研
究
会
で
の
成
果
は
、
水
口
幹
記
氏
・
田
中
良
明
氏
に
よ
っ
て
第

一
の
翻
刻
・
校
注
が
『
藤
女
子
大
学
国
文
学
雑
誌
』
九
三
号
（
二
〇
一
五

年
）
及
び
九
四
号
（
二
〇
一
六
年
）
に
、
佐
野
誠
子
氏
・
佐
々
木
聡
氏
に

よ
っ
て
第
十
四
の
翻
刻
・
校
注
が
『
名
古
屋
大
學
中
國
語
學
文
學
論
集
』

第
二
九
輯
（
二
〇
一
五
年
）
等
に
発
表
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
は
こ
れ
ら
に

続
く
研
究
会
の
成
果
報
告
で
あ
る
。
な
お
、『
天
地
瑞
祥
志
』
に
関
し
て

は
、
前
掲
『
藤
女
子
大
学
国
文
学
雑
誌
』
九
三
号
に
収
録
さ
れ
て
い
る
水

口
幹
記
氏
に
よ
る
「
序
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

さ
て
、『
天
地
瑞
祥
志
』
第
十
六
に
は
、「
月
令
」「
五
行
」「
木
」「
火
」

「
土
」「
金
」「
水
」
の
項
目
が
立
て
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
「
水
」
に
は

「
醴
泉
」「
井
」
が
付
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
こ
の
う
ち
、「
月
令
」
の

翻
刻
・
校
注
を
収
録
す
る
。
な
お
、
分
量
的
な
事
情
に
よ
り
、
全
体
を
適

宜
分
割
し
、（
一
）
に
は
「
一
月
・
二
月
・
三
月
」（『
武
蔵
野
大
学
日
本

文
学
研
究
所
紀
要
』
第
六
号
、
二
〇
一
八
年
二
月
）、（
二
）
に
は
「
四

月
・
五
月
・
六
月
」（
本
稿
）、（
三
）
に
は
「
七
月
・
八
月
・
九
月
」（
大

妻
女
子
大
学
『
大
妻
国
文
』
五
〇
号
、
二
〇
一
九
年
三
月
刊
行
予
定
）、

と
い
う
よ
う
に
掲
載
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
。

こ
の
第
十
六
「
月
令
」
の
翻
刻
と
校
注
は
深
澤
瞳
が
担
当
し
た
が
、
こ

の
成
果
は
決
し
て
一
人
だ
け
の
手
に
な
る
も
の
で
は
な
く
、
研
究
会
の
参

加
者
に
よ
る
意
見
の
集
約
で
あ
る
こ
と
を
付
言
し
て
お
く
。

『
天
地
瑞
祥
志
』
翻
刻
・
校
注
凡
例

原
文

一
、
底
本
に
は
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
所
蔵
『
天
地
瑞
祥
志
』
を
用
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い
る
。

一
、
底
本
は
文
章
の
改
行
に
無
秩
序
な
箇
所
が
あ
る
が
、
読
者
の
便
を
図

り
、
引
用
書
や
文
脈
に
よ
り
適
宜
段
落
を
設
け
、
各
々
に
01
、
02
、

…
…
と
番
号
を
付
し
て
①
に
記
し
た
。

一
、
底
本
は
鈔
本
で
あ
り
、
行
草
体
や
筆
写
特
有
の
字
体
を
含
む
が
、
適

宜
楷
書
化
し
、
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。

一
、
底
本
の
双
行
注
（
割
り
注
）
は
山
括
弧
〈
〉
に
入
れ
て
示
し
、
欠
字

は
□
で
示
し
て
い
る
。

一
、
底
本
に
書
き
入
れ
が
有
る
際
、
ま
た
は
、
底
本
の
字
作
り
が
前
田
尊

経
閣
文
庫
所
蔵
『
天
地
瑞
祥
志
』（
以
下
「
尊
経
閣
本
」
と
略
す
）
と

異
な
る
際
に
は
、
①
の
本
文
の
右
旁
に
［
一
］［
二
］
…
…
と
付
し
、

文
末
に
書
き
入
れ
や
校
異
を
記
し
た
。
但
し
、
僅
か
で
も
字
体
が
異
な

る
文
字
を
す
べ
て
挙
げ
る
こ
と
は
繁
雑
の
難
が
あ
る
た
め
、
鈔
本
に
頻

見
す
る
異
体
字
の
類
で
、
一
見
し
て
同
義
の
文
字
で
あ
る
と
判
断
可
能

な
文
字
は
、
こ
れ
を
略
し
て
載
せ
て
い
な
い
。（
尊
経
閣
本
と
の
校
合

は
、
尊
経
閣
に
お
い
て
当
該
書
を
実
見
し
、
紙
焼
き
を
購
入
し
て
い
る

『
天
地
瑞
祥
志
』
研
究
会
代
表
の
水
口
幹
記
が
行
っ
た
。）

校
訂

一
、
①
に
示
し
た
原
文
を
適
宜
正
字
に
改
め
、
句
読
点
な
ど
の
記
号
を
付

し
た
も
の
を
②
に
記
し
た
。
略
字
・
異
体
字
に
つ
い
て
は
、「
日
」
と

「
曰
」、「
弖
」
と
「
氐
」、「
文
」
と
「
父
」、「
大
」
と
「
太
」
な
ど
の

鈔
本
に
多
く
見
ら
れ
る
字
形
が
混
同
さ
れ
る
文
字
や
、
そ
の
字
形
が
甚

だ
し
く
相
異
す
る
場
合
以
外
は
、
特
に
断
り
な
く
改
め
て
い
る
。

一
、
①
に
示
し
た
原
文
に
衍
字
が
有
る
と
認
め
た
場
合
は
、
②
に
衍
字
を

丸
括
弧
（
）
に
入
れ
て
示
し
、
脱
字
・
誤
字
が
有
る
と
認
め
た
場
合
は
、

適
宜
文
字
を
挿
入
・
改
正
し
た
。

一
、
右
の
誤
字
・
衍
字
・
脱
字
を
②
に
示
す
際
、
①
に
記
し
た
原
文
の
書

き
入
れ
、
も
し
く
は
尊
経
閣
本
を
根
拠
と
し
た
箇
所
に
は
白
丸
○
を
、

他
の
関
連
資
料
を
根
拠
と
し
た
箇
所
に
は
四
角
□
を
付
し
た
。
書
き
入

れ
と
他
の
関
連
資
料
の
両
者
を
根
拠
と
し
た
箇
所
に
は
、
白
丸
○
し
か

付
し
て
い
な
い
。

一
、
右
に
記
し
た
根
拠
以
外
、
前
後
の
文
脈
な
ど
に
依
拠
し
て
誤
字
・
衍

字
・
脱
字
を
判
断
し
た
箇
所
に
は
黒
丸
●
を
付
し
、
特
記
す
べ
き
事
項

が
有
れ
ば
②
の
文
末
に
注
記
し
た
。

訓
読

一
、
②
の
文
章
を
訓
読
し
、
③
に
記
し
た
。

注
釈

一
、
関
連
資
料
は
③
の
右
傍
に
（
一
）（
二
）
…
…
と
付
し
、
④
に
提
示

し
た
。

一
、
④
に
は
、
関
連
資
料
の
書
名
、
篇
名
と
本
文
を
記
し
、『
天
地
瑞
祥

志
』
本
文
と
対
応
す
る
箇
所
に
傍
線
を
付
し
て
い
る
。
ま
た
、
引
用
箇

所
に
注
釈
が
付
い
て
い
る
場
合
、
本
文
中
に
（
１
）（
２
）
の
番
号
を

付
し
て
、
本
文
の
後
に
併
記
し
た
。
な
お
、
引
用
文
が
長
大
に
渉
る
際

に
は
、
本
文
・
注
釈
と
と
も
に
『
天
地
瑞
祥
志
』
本
文
と
関
連
し
な
い

箇
所
を
省
略
し
た
。
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一
、
②
で
四
角
□
を
付
し
て
誤
字
・
衍
字
・
脱
字
を
示
し
た
際
に
根
拠
と

な
っ
た
文
字
に
つ
い
て
は
、
④
の
当
該
文
字
を
□
で
囲
み
示
し
た
。

一
、『
天
地
瑞
祥
志
』
本
文
中
の
「
守
曰
」
の
「
守
」
が
『
天
地
瑞
祥

志
』
撰
者
の
「
薩
守
真
」
で
あ
る
こ
と
は
逐
一
注
記
し
な
い
。

※
な
お
、
底
本
の
文
字
の
判
定
や
正
字
の
確
定
な
ど
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
処
理
の
可
能
な
限
り
努
め
た
が
、
最
終
的
な
判
断
は
担
当
者
に
一

任
し
た
。
ま
た
、『
天
地
瑞
祥
志
』
本
文
の
体
裁
が
各
巻
に
よ
っ
て
異

な
る
た
め
、
各
巻
の
注
釈
の
体
裁
も
、
各
担
当
者
に
一
任
し
て
い
る
。

翻
刻
・
校
注

◎
月
令
…
「
月
令
」
で
は
、
一
年
一
二
カ
月
に
お
け
る
政
令
を
、
自
然
界

の
推
移
に
対
応
さ
せ
て
述
べ
て
い
る
。
本
文
は
「
礼
記
月
令
云
」
と
始
ま

る
よ
う
に
、『
礼
記
』「
月
令
」
の
本
文
を
再
構
成
し
た
形
と
な
っ
て
い
る
。

た
だ
し
、『
礼
記
』「
月
令
」
の
冒
頭
に
あ
る
よ
う
な
天
文
・
暦
に
関
す
る

記
述
は
引
用
さ
れ
て
い
な
い
。
割
注
は
、『
礼
記
』
の
鄭
氏
注
と
ほ
と
ん

ど
同
じ
で
あ
る
。

な
お
、『
礼
記
』
の
本
文
引
用
・
訓
読
に
あ
た
っ
て
は
、
竹
内
照
夫

『
礼
記
』（
新
釈
漢
文
大
系
、
明
治
書
院
）、
市
原
亨
吉
・
鈴
木
隆
一
・
今
井
清

『
礼
記
』（
全
釈
漢
文
大
系
、
集
英
社
）
な
ど
を
参
照
し
て
い
る
こ
と
を
は
じ

め
に
お
断
り
し
て
お
く
。
そ
の
他
の
資
料
は
適
宜
表
示
し
た
。

ま
た
、
こ
こ
に
至
っ
て
、『
禮
記　

二
〇
巻
』（
古
逸
文
叢
書
、
慶
長
・
元

和
年
間
〈
一
五
九
六
‐
一
六
二
三
〉
国
立
国
会
図
書
館
蔵
：
請
求
記
号W

A
7-260

）
と

い
う
文
献
を
知
っ
た
。
そ
こ
で
、
試
験
的
に
05
の
「
四
月
」
内
の
割
注
を

こ
の
文
献
に
拠
っ
て
み
た
。
引
用
の
際
は
③
に
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
…
…
の
記
号

を
付
し
て
、
④
に
「
国
会
本
」
と
し
て
載
せ
た
。
た
だ
、
注
釈
と
し
て
は

や
は
り
煩
雑
に
な
る
の
で
、
06
以
降
は
従
来
の
形
に
戻
す
こ
と
に
し
た
。

今
後
継
続
す
る
か
は
検
討
中
で
あ
る
。

　

く
り
返
し
に
な
る
が
、
本
稿
で
は
、『
天
地
瑞
祥
志
』
巻
十
六
「
月

令
」
中
の
、「
四
月
」
か
ら
「
六
月
」
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
ま
た
、
①

②
③
中
の
「〈 

〉」
は
、
割
注
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
な
お
、
前

稿
か
ら
の
続
き
な
の
で
、
通
し
番
号
は
「
05
」
か
ら
始
ま
る
。

05
①

四
月
命
樂
隴沛
習
合
禮
樂
〈
為
将
飲
酣
〔
一
〕
頭対
〉
遂
賢
良
舉
長
太
〈
助
長
氣

也
遂
進
也
〉
行
爵
出
祿
必
當
其
位
無
有
懐
〔
二
〕
墮
無
起
土
功
無
發
大
衆
無

伐
大
樹
巡
行
縣
邑
命
農
勉
作
無
休
于
都
毆
獸
無
害
五
鼓
無
大
田
獵
也
靡
草

死
麦
秋
至
断
薄
刑
决
小
罪
出
軽
繫
〈
蔡
王
経
曰
百
穀
各
以
其
生
為
春
成
熟

為
秋
故
麦
以
夏
為
秋
也
鄭
云
靡
草

亭
歴
之
属
之
也
〉
是
月
天
子
飲
酎
用

禮
樂
〈
春
酒
至
此
始
戌
与
群
臣
以
礼
樂
飲
之
〉
孟
夏
行
秋
令
則
苦
雨
數
来

五
穀
不
滋
〈
申
之
氣
乗
之
也
苦
雨
白
露
之
類
也
時
物
得
而
傷
之
也
〉
四
鄙

入
保
〈
金
氣
為
害
也
鄙
界
上
邑
也
小
城
日
保
者
也
〉
行
冬
令
則
草
木
早
枯

〈
長
曰
、
什役
〔
三
〕
也
〉
後
乃
大
水
敗
其
城
敦
〈
亥
之
氣
乗
者
也
〉
行
春
令

則
蝗
虫
為
災
暴
風
来
格
〈
雷
之
氣
乗
也
必
以
蝗
虫
為
史
〔
四
〕
寅
陽
也
有
啓

蟄
之
氣
行
於
初
暑
則
當
蟄
火
〔
五
〕
出
矣
格
至
之
也
〉

　
〔
一
〕「
酣
」
…
尊
「
酎
」　

※
「
尊
」
は
尊
経
閣
蔵
『
天
地
瑞
祥
志
』

の
略
号
と
し
て
用
い
る
。
以
下
同
じ
。

　
〔
二
〕「
懐
」
…
尊
「
壊
」
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〔
三
〕「
什役
」
…
尊
「
役
」

　
〔
四
〕「
史
」
…
尊
「
灾
」

　
〔
五
〕「
火
」
…
尊
「
大
」

05
②四

月
、
命
樂
師□

、
習
合
禮
樂
〈
爲
將
飲
酎
頭対
。〉。
遂
賢
良
、
舉
長
大□

〕

〈
助
長
氣
也
、
遂
進
也
。〉、
行
爵
出
祿
。
必
當
其
位
。
無
有
壊□

墮
、
無
起

土
功
、
無
發
大
衆
、
無
伐
大
樹
。

巡
行
縣
邑
、 

命
農
勉
作
、
無
休
于
都
。
駆□

獸
無
害
五
穀□

、
無
大
田
獵
也
。

靡
草
死
、
麦
秋
至
。
断
薄
刑
、
决
小
罪
、
出
軽
繫
〈
蔡
王
経
曰
、
百
穀

各
以
其
生
爲
春
、
成
熟
爲
秋
、
故
麦
以
夏
爲
秋
也
。
鄭
云
、
靡
草
薺
亭
歴

之
属
之
也
。〉。
是
月
、
天
子
飲
酎
。
用
禮
樂
〈
春
酒
至
此
始
成□

、
与
群
臣

以
礼
樂
飲
之
。〉。

孟
夏
行
秋
令
、
則
苦
雨
數
来
。
五
穀
不
滋
〈
申
之
氣
乘
之
也
、
苦
雨
白

露
之
類
也
、
時
物
得
雨□

傷
之
也
〉。
四
鄙
入
保
〈
金
氣
爲
害
也
、
鄙
界
上

邑
也
、
小
城
曰
保
者
也
。〉。

行
冬
令
、
則
草
木
早
枯
〈
長
日
、
促□

也
〉、
後
乃
大
水
、
敗
其
城
郭□

〈
亥
之
氣
乘
者
也
。〉。

行
春
令
、
則
蝗
虫
爲
災
、
暴
風
来
格
〈
寅□

之
氣
乘
也
。
必
以
蝗
虫
爲
灾□
。

寅
陽
也
。
有
啓
蟄
之
氣
。
行
於
初
暑
。
則
當
蟄
大□

出
矣
。
格
至
之
也
。〉。

05
③四

月
、
樂
師
に
命
じ
て
、
禮
樂
を
合
は
す
る
こ
と
を
習
は
し
む
〈
Ａ
將

に
酎
頭対
を
飲
ま
ん
と
爲
す
な
り
。〉。
賢
良
を
遂す
す

め
、
長
大
を
舉
げ
〈
Ｂ
長

氣
し
て
助
と
な
る
な
り
、
遂
は
進
な
り
。〉、
爵
を
行
ひ
祿
を
出
だ
す
。
必

ず
其
の
位
に
當
つ
。
壊か

い
き墮
す
る
こ
と
有
る
は
無
く
、
土
功
を
起
こ
す
こ
と

無
く
、
大
衆
を
發
す
る
こ
と
無
く
、
大
樹
を
伐
す
る
こ
と
無
し
。

縣け
ん
ひ邑

を
巡
行
し
、
農
に
命
じ
て
作
を
勉
め
し
め
、
都
に
休
す
る
こ
と
な

か
ら
し
む
。
獸
を
駆
り
て
五
穀
を
害
す
る
こ
と
無
く
、
大
い
に
田
獵
す
る

こ
と
無
き
な
り
。

靡び
そ
う草

死
し
、
麦
秋
至
る
。
薄
刑
を
断
じ
、
小
罪
を
決
し
、
軽け
い
け
い繫

を
出
す

〈
Ｃ
蔡
王
経
に
曰
は
く
、
百
穀
各 

其
の
生
す
る
を
以
て
春
と
爲
し
、
成
熟

す
る
を
秋
と
爲
す
。
故
に
麦
は
夏
を
以
て
秋
と
爲
す
な
り
。
Ｄ
鄭
云
は
く
、

靡
草
は
薺
・
亭い

ぬ
な
づ
な歴

の
属
之
な
り
。〉。
是
月
、
天
子
酎
を
飲
む
。
禮
樂
を
用
ふ

〈
Ｅ
春
酒 

此
に
至
り
て
始
め
て
成
る
。
群
臣
と
礼
樂
を
以
て
之
を
飲
む
。〉。

孟
夏 

秋
令
を
行
は
ば
、
則
ち
苦
雨
數
ば
来
た
る
。
五
穀
滋し
げ

か
ら
ず
〈
Ｆ

申
の
氣 

之
を
乘し
の

ぐ
な
り
。
苦
雨
は
白
露
の
類
な
り
。
時
物 

雨
を
得
て
傷

ふ
こ
と
之
な
り
。〉。
四し

ひ鄙 

保ほ
う

に
入
る
〈
Ｇ
金
氣 

害
を
爲
す
な
り
。
鄙
は

界
上
の
邑
な
り
。
小
城
は
保
と
曰
ふ
も
の
な
り
〉。

冬
令
を
行
は
ば
、
則
ち
草
木
早
く
枯
れ
〈
Ｈ
長
日
、
促せ

ま

る
〉、
後 

乃
ち

大
水
あ
り
て
、
其
の
城
郭
を
敗
る
〈
Ⅰ
亥
の
氣 

乘し
の

ぐ
も
の
な
り
〉。

春
令
を
行
は
ば
、
則
ち
蝗こ

う
ち
ゅ
う虫 

災
と
爲
し
、
暴
風
来
た
り
格い
た

る
〈
Ｊ
寅

の
氣 

乘
ぐ
な
り
。
必
ず
蝗
虫
を
以
て
灾
と
爲
す
。
寅
は
陽
な
り
。
啓
蟄

の
氣
有
り
。
初
暑
に
行
は
ば
、
則
ち
蟄
に
當
た
り
て
大
い
に
出
づ
る
な
り
。

格
は
至
之
な
り
〉。

05
④

◎
『
礼
記
』
月
令
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・
是
月
也
、
以
立
夏
、
先
立
夏
三
日
、
太
史
謁
之
天
子
曰
、
某
日
立
夏
、

盛
徳
在
火
。
天
子
乃
齊
。
立
夏
之
日
、
天
子
親
帥
三
公
・
九
卿
・
大
夫
、

以
迎
夏
於
南
郊
、
還
反
行
賞
、
封
諸
侯
。
慶
賜
遂
行
、
無
不
欣
説
。
乃

命
楽
師
、
習
合
禮
楽
。
命
大
尉
、
贊
桀
俊
、
遂
賢
良
、
挙
長
大
、
行
爵

出
禄
、
必
当
其
位
。

・
是
月
也
、
繼
長
增
高
。
毋
有
壊
堕
、
毋
起
土
功
、
毋
發
大
衆
、
毋
伐
大

樹
。

・
是
月
也
、
天
子
始
絺
。
命
野
虞
、
出
行
田
原
、
爲
天
子
勞
農
勧
民
、
毋

或
失
時
、
命
司
徒
、
循
行
縣
鄙
、
命
農
勉
作
、
毋
休
于
都
。

・
是
月
也
、
駆
獣
毋
害
五
穀
、
毋
大
田
獵
。
農
乃
登
麥
。
天
子
乃
以
彘
嘗

麥
、
先
薦
寝
廟
。

・
是
月
也
、
聚
畜
百
薬
。
靡
草
死
、
麥
秋
至
。
繼
薄
刑
、
決
小
罪
、
出
輕

繋
。
蠶
事
畢
、
后
妃
獻
繭
。
乃
收
繭
税
、
以
桑
爲
均
。
貴
賤
長
幼
如
一
。

以
給
郊
廟
之
服
。

・
是
月
也
、
天
子
飮
酎
。
用
禮
樂
。

・
孟
夏
行
秋
令
、
則
苦
雨
數
來
、
五
穀
不
滋
、
四
鄙
入
保
。
行
冬
令
、
則

草
木
蚤
枯
、
後
乃
大
水
、
敗
其
城
郭
。

・
行
春
令
、
則
蝗
虫
爲
災
、
暴
風
来
格
、
秀
草
不
實
。

◎
鄭
玄
注
（
国
会
本
）

Ａ　

爲
將
飲
酎
。

Ｂ　

助
長
氣
也
。
遂
猶
進
也
。

Ｄ　

舊
説
云
、
靡
草
薺
亭
歴
之
属
之
也　

Ｅ　

春
酒
至
此
始
成
、
與
羣
臣
以
禮
樂
飲
之
於
朝

Ｆ　

申
之
氣
乘
之
也
、
苦
雨
白
露
之
類
、
時
物
得
雨
傷

Ｇ　

金
氣
爲
害
也
、
鄙
界
邑
、
小
城
曰
保

Ｈ　

長
日
、
促

Ⅰ　

亥
之
氣
乘
之
也

Ｊ　

‌�

寅
之
氣
乘
之
也
、
必
以
蝗
蟲
爲
災
、
寅
陽
也
、
有
啓
蟄
之
氣
、
行

於
初
暑
、
則
當
蟄
者
大
出
矣
、
格
至
也
。

◎
『
太
平
御
覧
』（
巻
二
十
一
）

Ｃ　

‌�

蔡
邕
月
令
章
句
曰
、
百
穀
各
以
其
初
生
爲
春
、
熟
爲
秋
、
故
麦
以

孟
夏
爲
秋

06
①

五
月
是
月
命
樂
師
脩
鞞
鼓
琴
瑟
竽
笙
〈
為
将
雩
習
樂
也
〉
以
黍
桃
先
薦

庿
無
刈
藍
以
染
〈
為
傷
長
氣
也
此
時
藍
始
可
刈
也
〉
無
焼
灰
無
暴
布
遊
牝

別
群
則
執
騰
駒
〈
為
其
牡
氣
、
有
餘
相
蹄
使
孕
任
欲
止
也
〉
是
月
君
子
斉

戒
處
必
掩
身
元
〔
六
〕
躁
〈
掩
猶
徳
也
躁
動
也
今
月
欲
静
之
也
〉
止
聲
色
毋

弍
〔
七
〕
進
也
〈
聲
樂
也
進
謂
紙
見
也
〉
可
以
高
明
可
以
遠
望
可
以
升
山
陵

可
以
處
臺
謝
〈
順
陽
在
上
也
〉
仲
夏
行
冬
令
則
電
陳
傷
眦
〈
子
之
氣
乗
也

陽
為
雨
為
隆
〔
八
〕
起
脅
之
凝
為
雷
〉
道
路
不
通
暴
兵
来
至
〈
盗
賊
攻
刦
之

電
之
類
〉

行
春
令
則
五
眦
晚
熟
〈
卯
之
氣
乗
也
生
日
長
之
也
〉
百
螣
時
起
其
國
乃
飢

〈
螣
蝗
之
属
言
百
者
明
衆
類
並
為
害
也
〉
行
秋
令
則
草
木
零
〈
酉
之
氣
也

八
月
宿
直
昴
畢
為
天
獄
主
殺
之
是
也
〉
果
實
早
成
〈
生
日
短
也
〉
民
殃
於

疫
〈
大
凌
之
氣
来
為
害
也
〉
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〔
六
〕「
元
」
…
尊
「
無
」

　
〔
七
〕「
弍
」
…
尊
「
或
」

　
〔
八
〕「
隆
」
…
尊
「
陰
」

06
②五

月
是
月
、
命
樂
師
、
脩
鞞
鼓
、
琴
瑟
竽
笙
〈
爲
將
盂霞習
樂
也
。〉。

以
黍
桃
、
先
薦
寢□
庿
。
無
刈
藍
以
染
〈
爲
傷
長
氣
也
。
此
時
藍
始
可
別□

也
。〉、
無
焼
灰□

、
無
暴
布
。
遊
牝
別
群
、
則
執
騰
駒
。〈
爲
其
壮□

氣
有
餘

相
蹄
。
使
孕
任
欲
止
也
。〉。

是
月
、
君
子
齋
戒
、
處
必
掩
身
。
無□

躁
。〈
掩
猶
徳
也
。
躁
動
也
。
今

月
欲
静
、
之
也
。〉。
止
聲
色
、
毋
或
進
也
。〈
聲
樂
也
。
進
謂
御□

見
也
。〉。

可
以
高
明
、
可
以
遠
望
、
可
以
升
山
陵
、
可
以
處
臺
榭□

。〈
順
陽
在
上
也
。〉。

仲
夏
行
冬
令
、
則
雹□

凍□

傷
眦
。〈
子
之
氣
乘
也
。
陽
爲
雨
。
爲
隂
起
脅

之
、
凝
爲
雹□

。〉。
道
路
不
通
、
暴
兵
来
至
〈
盗
賊
攻
刦
之
。
雹□

之
類
。〉。

行
春
令
、
則
五
眦
晚
熟
。〈
卯
之
氣
乘
也
。
生
日
長
、
之
也
。〉。
百
螣

時
起
、
其
國
乃
飢
。〈
螣
蝗
之
属
。
言
百
者
明
衆
類
並
爲
害
也
。〉。

行
秋
令
、
則
草
木
零
〈
酉
之
氣
乘
也
。
八
月
宿
直
昴
畢
。
爲
天
獄
。
主

殺
、
之
是
也
。〉。
果
實
早
成
。〈
生
日
短
也
。〉。
民
殃
於
疫
。〈
大
凌
之
氣
、

来
爲
害
也
。〉。

06
③五

月
是
の
月
、
樂
師
に
命
じ
て
、
鞞
鼓
、
琴
瑟
竽
笙
を
脩
む
〈
將
に
雩

せ
ん
と
す
る
が
爲
に
樂
を
習
ふ
な
り
。〉。

黍
桃
を
以
て
、
先
づ
寢
庿
に
薦
む
。
藍
を
刈
り
て
以
て
染
む
る
こ
と
無

く
〈
長
ず
る
氣
を
傷
ふ
が
爲
な
り
。
此
時
藍
始
め
て
別
か
つ
べ
き
な
り
。〉、

灰
を
焼
く
こ
と
無
く
、
布
を
暴
す
こ
と
無
か
ら
し
む
。
遊
牝
群
を
別
か
て

ば
、
則
ち
騰
駒
を
執
ら
ふ
。〈
其
の
壮
氣
余
り
有
り
て
相
蹄
す
る
が
爲
な

り
。
孕
任
の
欲
を
し
て
止
む
る
な
り
。〉。

是
月
、
君
子
齋
戒
し
て
、
處
る
と
き
は
必
ず
身
を
掩
す
。
躁さ

わ
が

し
き
こ
と

無
し
。〈
掩
は
猶
ほ
徳
の
ご
と
き
な
り
。
躁
は
動
な
り
。
今
の
月
（
令
）

は
「
静
か
な
ら
ん
と
欲
す
」、
之
な
り
。〉。
聲
色
を
止
め
、
進
む
る
こ
と

或
る
こ
と
な
き
な
り
。〈
聲
は
樂
な
り
。
進
は
御
見
を
謂
う
な
り
。〉。
以

て
高
明
す
べ
し
、
以
て
遠
望
す
べ
し
、
以
て
山
陵
に
升
る
べ
し
、
以
て
臺

榭
に
處
る
べ
し
。〈
陽 

上
に
在
る
に
順
ふ
な
り
。〉。

仲
夏
に
冬
令
を
行
は
ば
、
則
ち
雹
凍
り
て
眦さ

つ

を
傷
つ
く
。〈
子
の
氣
乘

ぐ
な
り
。
陽 

雨
を
爲
す
。
隂
起
こ
り
て
之
を
脅
か
さ
ん
が
爲
、
凝
り
て

雹
と
爲
る
。〉。
道
路
通
せ
ず
、
暴
兵
来
た
り
至
る
。〈
盗
賊
之
を
攻
め
刦

す
。
雹
の
類
な
り
。〉。

春
令
を
行
は
ば
、
則
ち
五
眦
晚
く
熟
す
。〈
卯
の
氣
乘
ぐ
な
り
。
生そ

だ

つ

日
長
し
、
之
な
り
。〉。
百
螣と

く

時
に
起
こ
り
、
其
の
国
乃
ち
飢
う
。〈
螣
は

蝗
の
属
な
り
。
百
と
言
う
は
、
衆
類
並
び
に
害
を
爲
す
を
明
ら
か
に
す
る

な
り
。〉。

秋
令
を
行
は
ば
、
則
ち
草
木 

零
し
〈
酉
の
氣
乘
ぐ
な
り
。
八
月
宿
は

昴
畢
に
直
る
。
天
獄
と
爲
す
。
殺
を
主
る
、
之
是
な
り
。〉。
果
實
早
く
成

る
。〈
生
つ
日
短
き
な
り
。〉。
民
疫
に
殃
す
。〈
大
凌
の
氣
、
来
た
り
て
害

を
爲
す
な
り
。〉。
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06
④

◎
『
礼
記
』
月
令

・
是
月
也
、
命
楽
師
、
脩
鞀
鞞
鼓
、
均
琴
瑟
管
簫
、
執
干
戚
戈
羽
、
調
竽

笙
竾
簧
、
飭
鐘
磬
柷
敔
〈
爲
將
大
雩
帝
習
楽
也
。
脩
均
執
調
飭
者
、
治

其
器
物
習
其
事
之
言
。〉

・
農
乃
登
黍
。〈
登
進
也
。〉。
是
月
也
、
天
子
乃
以
雛
嘗
黍
、
羞
以
含
桃
、

先
薦
寝
廟
。〈
此
嘗
雛
也
。
而
云
以
嘗
黍
、
必
以
黍
者
、
黍
火
穀
、
氣

之
主
也
。
含
桃
櫻
桃
也
。〉。
令
民
毋
刈
藍
以
染
、〈
爲
傷
長
氣
也
。
此

月
藍
始
可
別
。
夏
小
正
曰
、
五
月
啓
灌
藍
蓼
。〉。
毋
焼
灰
、〈
爲
傷
火

氣
也
。
火
之
氣
於
是
爲
盛
。
火
之
滅
者
爲
灰
。〉。
毋
暴
布
、〈
不
以
隂

功
干
大
陽
之
事
。〉

門
閭
毋
閉
、
關
市
毋
索
、〈
順
陽
敷
縦
、
不
難
物
。〉。
挺
重
囚
、
益

其
食
。〈
挺
猶
寛
也
。〉。
游
牝
別
羣
、〈
孕
妊
之
欲
止
也
。〉。

則
縶
騰
駒
、〈
爲
其
壮
氣
有
余
、
相
蹄
齧
也
。〉。
班
馬
政
。〈
馬
政
謂

養
馬
之
政
教
也
。
廋
人
職
曰
、
掌
十
有
二
閑
之
政
教
、
以
阜
馬
佚
特
、

教

攻
駒
。
此
之
謂
也
。〉。

・
是
月
也
、
日
長
至
、
隂
陽
争
、
死
生
分
。〈
争
者
陽
方
盛
、
隂
欲
起
也
。

分
猶
半
也
。〉。
君
子
齋
戒
、
處
必
掩
身
、
毋
躁
、〈
掩
猶
隠
翳
也
。
躁

猶
動
也
。
今
月
令
毋
躁
爲
欲
静
。〉。
止
聲
色
、
毋
或
進
、〈
進
猶
御
見

也
。
聲
謂
楽
也
。
易
及
楽
春
秋
説
、
夏
至
人
主
與
羣
臣
、
従
八
能
之
士
、

作
楽
五
日
。
今
止
之
。
非
其
道
也
。〉。

・
是
月
也
、
毋
用
火
南
方
、〈
陽
氣
盛
、
又
用
火
於
其
方
、
害
微
隂
也
。〉。

可
以
居
高
明
、
可
以
遠
眺
望
、
可
以
升
山
陵
、
可
以
處
臺
榭
。〈
順
陽

在
上
也
。
高
明
謂
樓
観
也
。
闍
者
謂
之
臺
。
有
木
者
謂
之
榭
。〉。

・
仲
夏
行
冬
令
、
則
雹
凍
傷
穀
、〈
子
之
氣
乘
之
也
。
陽
爲
雨
。
隂
起
脅

之
。
凝
爲
雹
。〉。
道
路
不
通
、
暴
兵
来
至
。〈
盗
賊
攻
劫
、
亦
雹
之
類
。〉。

・
行
春
令
、
則
五
穀
晩
熟
、〈
卯
之
氣
乘
之
也
。
生
日
長
。〉。
百
螣
時
起
、

其
國
乃
飢
。〈
螣
蝗
之
属
。
言
百
者
、
明
衆
類
並
爲
害
。〉。

・
行
秋
令
、
則
草
木
零
落
、〈
酉
之
氣
乘
之
也
。
八
月
宿
直
昴
畢
。
爲
天

獄
。
主
殺
。〉。
果
實
早
成
、〈
生
日
短
。〉。
民
殃
於
疫
。〈
大
陵
之
氣
来

爲
害
也
。〉。

07
①

六
月
無
斬
伐
樹
木
〈
為
其
未
有
堅
力
之
也
〉
不
可
以
興
土
功
不
可
以
合
諸

侯
不
可
以
起
兵
動
衆
也
〈
土
将
用
事
欲
静
之
也
〉
無
舉
大
事
以
搖
養
氣
無

發
令
而
侍
以
妨
神
農
之
事
〈
土
神
稱
曰
神
農
〉
季
夏
行
春
令
則
穀
寶
斛
落

國
多
風
欬
〈
辰
之
垂
氣
也
末
属
巽
也
辰
又
在
巽
住
二
氣
相
乱
為
害
〉
民
乃

遷
従
〈
象
風
轉
移
物
也
〉
行
秋
令
則
兵
隰
水
潦
〈
戌
之
氣
乗
也
九
月
宿
直

奎
之
為
溝
潦
与
此
日
大
雨
等
而
高
下
皆
水
之
也
〉
禾
稼
不
熟
〈
傷
於
冰

也
〉
乃
多
女
災
〈
含
任
類
敗
也
〉
行
冬
令
則
風
寒
不
時
〈
丑
之
氣
乘
者

也
〉
鷹
鶽
蚤
只
〈
得
失
疾
属
〔
八
〕
氣
〉
四
鄙
入
保
〈
象
鳥
爵
之
赳�
霔
也
都

邑
之
城
曰
保
者
也
〉

　
〔
八
〕「
属
」
…
尊
「
厲
」

07
②六

月
、
無
斬
伐
樹
木
。〈
爲
其
未
有
堅
筑□

、
之
也
。〉。
不
可
以
興
土
功
。

不
可
以
合
諸
侯
。
不
可
以
起
兵
動
衆
也
。〈
土
將
用
事
。
欲
静
、
之
也
。〉。
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無
舉
大
事
、
以
搖
養
氣
。
無
發
令
而
待□

、
以
妨
神
農
之
事
〈
土
神
稱
、
曰

神
農
。〉。

季
夏
行
春
令
、
則
穀
実□

鮮□

落
、
國
多
風
欬
。〈
辰
之
氣
乘□

也
。
未□

属
巽

也
。
辰
又
在
巽
位□

。
二
氣
相
乱
爲
害
〉、
民
乃
遷
徙□

。〈
象
風
轉
移
物
也
。〉。

行
秋
令
、
則
丘□

隰
水
潦
。〈
戌
之
氣
乘
也
。
九
月
宿
直
奎
之
爲
、
溝
瀆□

与
此
月□

大
雨
等
而
高
下
皆
水
之
也
。〉。
禾
稼
不
熟
。〈
傷
於
水□

也
。〉。
乃

多
女
災
〈
含
任
類
、
敗
也
。〉。

行
冬
令
、
則
風
寒
不
時
。〈
丑
之
氣
乘
者
也
。〉。
鷹
隼□

蚤
鷙□

。〈
得

（
失□

）
疾
厲
氣
〉。
四
鄙
入
保
。〈
象
鳥
雀□

之
赳�
竄□

也
。
都
邑
之
城
曰
保
者

也
。〉。

07
③六

月
、
樹
木
を
斬
伐
す
る
こ
と
無
か
れ
。〈
其
の
未
だ
堅
筑
な
る
こ
と

有
ら
ざ
る
が
爲
、
之
な
り
。〉。
以
て
土
功
を
興
す
べ
か
ら
ず
。
以
て
諸
侯

を
合
は
す
べ
か
ら
ず
。
以
て
兵
を
起
こ
し
衆
を
動
か
す
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。

〈
土
將
に
事
を
用
い
ん
と
す
。
静
か
な
る
を
欲
す
る
、
之
な
り
。〉。
大
事

を
舉
げ
て
、
以
て
養
氣
を
搖
す
こ
と
無
か
れ
。
令
を
發
し
て
待
ち
、
以
て

神
農
の
事
を
妨
る
こ
と
無
か
れ
。〈
土
神
稱
し
て
、
神
農
と
曰
ふ
。〉。

季
夏
に
春
令
を
行
は
ば
、
則
ち
穀
実
鮮
や
か
に
落
ち
、
国
風
欬
多
し
。

〈
辰
の
氣
乘
ぐ
な
り
。
未
は
巽
に
属
す
る
な
り
。
辰
又
巽
位
に
在
り
。
二

氣
相
乱
れ
て
害
を
爲
す
。〉。
民
乃
ち
遷
徙
す
。〈
風
の
物
を
轉
移
す
る
に

象
る
な
り
。〉。

秋
令
を
行
は
ば
、
則
ち
丘
隰
水
潦
あ
り
。〈
戌
の
氣
乘
ぐ
な
り
。
九
月

宿
は
奎
に
直
る
の
爲
、
溝
瀆
と
此
月
の
大
雨
と
等
し
く
し
て
高
下
に
皆
水

□

あ
る
な
り
。〉。
禾
稼
熟
さ
ず
。〈
水
に
傷
つ
く
る
な
り
。〉。
乃
ち
女
災
多

し
。〈
含
任
の
類
、
敗
る
る
な
り
。〉。

冬
令
を
行
は
ば
、
則
ち
風
寒
時
な
ら
ず
。〈
丑
の
氣
乘
ぐ
も
の
な
り
。〉。

鷹
隼
蚤は

や

く
只
す
。〈
疾
厲
の
氣
を
得
た
り
。〉。
四
鄙
保
に
入
る
。〈
鳥
雀
の

赳�
竄
な
り
。
都
邑
の
城
を
保
と
曰
ふ
も
の
な
り
。〉。

07
④

◎
『
礼
記
』
月
令

・
是
月
也
、
樹
木
方
盛
。
乃
命
虞
人
、
入
山
行
木
、
毋
有
斬
伐
。〈
爲
其

未
堅
筑
也
。〉。
不
可
以
興
土
功
。
不
可
以
合
諸
侯
。
不
可
以
起
兵
動
衆
。

〈
土
將
用
事
。
氣
欲
静
。〉。
毋
舉
大
事
以
搖
養
氣
。〈
大
事
興
繇
役
以

有
爲
。〉。
毋
發
令
而
待
以
妨
神
農
之
事
也
。〈
發
令
而
待
、
謂
出
繇
役

之
令
、
以
預
驚
民
也
。
民
驚
則
心
動
。
是
害
土
神
之
氣
。
土
神
稱
曰
神

農
者
、
以
其
主
於
稼
穡
。〉。

・
季
夏
行
春
令
、
則
穀
実
鮮
落
、
國
多
風
欬
、〈
辰
之
氣
乘
之
也
。
未
属

巽
。
辰
又
在
巽
位
。
二
氣
相
乱
爲
害
。〉。
民
乃
遷
徙
〈
象
風
轉
移
物

也
。〉。

・
行
秋
令
、
則
丘
隰
水
潦
。〈
戌
之
氣
乘
之
也
。
九
月
宿
直
奎
。
奎
爲
溝

瀆
。
溝
瀆
與
此
月
大
雨
幷
、
而
高
下
皆
水
。〉。
禾
稼
不
熟
。〈
傷
於
水

也
。〉。
乃
多
女
災
。〈
含
任
之
類
敗
也
。〉。

・
行
冬
令
、
則
風
寒
不
時
、〈
丑
之
氣
乘
之
也
。〉。
鷹
隼
蚤
鷙
、〈
得
疾
厲

之
氣
也
。〉、
四
鄙
入
保
〈
象
鳥
雀
之
走
竄
也
。
都
邑
之
城
曰
保
。〉。

�
―
―
以
上
「
六
月
」
ま
で
。
以
降
は
別
稿
に
続
き
ま
す
。


